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◆
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北

朝
鮮
）
を
取
り
巻
く
情
勢 

今
年
に
な
っ
て
北
朝
鮮
の
核
戦
略
強
化

（
ミ
サ
イ
ル
や
核
開
発
）
が
際
立
っ
て
い
る
。

１
月
６
日
に
４
度
目
の
核
実
験
、
８
月
３
日
、

９
月
５
日
に
ミ
サ
イ
ル
発
射
（
日
本
近
海
に

落
下
）、
９
月
５
日
に
５
度
目
の
核
実
験
を

行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
精
度
が
上
が
り
成

功
し
て
い
る
。
日
米
韓
な
ど
が
制
裁
強
化
を

国
連
な
ど
に
訴
え
て
い
る
が
躊
躇
し
な
い
。

な
ぜ
だ
ろ
う
！ 

９
月
17
日
、
日
朝
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
宣
言

（
あ
と
で
概
要
に
触
れ
る
）
か
ら
14
年
が

過
ぎ
た
。
北
朝
鮮
は
11
年
末
に
金
正
日
総

書
記
が
急
逝
し
た
が
、
労
働
党
の
統
治
機
構 

       

が
強
化
さ
れ
、
金
正
恩
第
一
書
記
（
現
在
は

委
員
長
）
の
指
導
体
制
が
確
立
し
強
化
さ
れ

て
い
る
。 

尚
、
こ
の
14
年
間
で
東
ア
ジ
ア
の
情
勢

は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。
中
国
が
世
界
第

二
の
経
済
・
軍
事
大
国
と
な
リ
、
東
南
ア
ジ

ア
近
海
に
軍
事
的
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
る
。 

こ
う
し
た
情
勢
下
、
ア
メ
リ
カ
が
数
年

前
か
ら
世
界
戦
略
を
東
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト
し
、

米
日
韓
の
軍
事
演
習
を
繰
り
返
し
、
強
化
拡

大
し
て
い
る
。 

日
本
支
配
層
（
ア
ベ
政
権
）
が
こ
れ
に

呼
応
し
安
保
法
制
を
強
行
可
決
し
て
戦
争
参

加
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
る
。 

 

      

 

◆
米
日
韓
の
基
本
戦
略
（
北
朝
鮮
の
体

制
崩
壊
）
と
北
朝
鮮
の
対
応
（
党
独

裁
社
会
主
義
体
制
維
持
） 

米
日
韓
は
朝
鮮
半
島
の
歴
史
を
顧
み
ず
、

巨
大
な
軍
事
力
を
背
景
に
北
朝
鮮
の
体
制
崩

壊
を
企
て
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
な

陸
海
空
軍
を
出
動
さ
せ
、
米
韓
合
同
の
対
北

朝
鮮
上
陸
作
戦
や
斬
首
作
戦
な
ど
を
企
て
て

い
る
。
同
時
に
、
米
日
韓
一
体
の
軍
事
・
経

済
的
北
朝
鮮
包
囲
網
を
強
化
し
て
い
る
。 

北
朝
鮮
は
、
労
働
党
独
裁
の
国
体
維
持

の
た
め
、
国
の
総
力
を
結
集
し
、
あ
ら
ゆ
る

防
御
態
勢
を
講
じ
て
戦
う
。 

※
な
ぜ
核
武
装
か
の
答
え
が
こ
こ
に
あ
る
。 

〝
北
朝
鮮
の
社
会
主
義
体
制
を
死
守
す
る
〟 

ち
ゅ
う
ち
ょ 

き
ゅ
う
せ
い 
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◆時の動き 
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◆
21
世
紀
、
米
国
（
有
志
国
連
合
）

が
中
東
や
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
崩
壊

さ
せ
た 

ア
メ
リ
カ
は
自
ら
の
価
値
観
に
基
づ
き

世
界
制
覇
を
め
ざ
し
た
。
21
世
紀
に
入
っ

て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
エ
ジ
プ
ト
、

リ
ビ
ヤ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
等
を
壊
滅
さ
せ
、
フ

セ
イ
ン
や
カ
ダ
フ
ィ
を
殺
し
た
。
今
、
シ
リ

ア
の
ア
サ
ド
体
制
を
崩
壊
さ
せ
よ
う
と
爆
撃

を
繰
り
返
し
、
市
民
を
殺
戮
し
て
い
る
。 

 ◆
中
東
破
壊
は
北
朝
鮮
に
と
っ
て

「
他
山
の
石
」。
―
―
盤
石
の
反
撃

態
勢
の
構
築
は
必
然
！ 

朝
鮮
戦
争
は
休
戦
中
だ
が
、
ア
メ
リ
カ 

       

は
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
背
景
に
対
話
を
拒
否

し
、
北
朝
鮮
の
体
制
崩
壊
を
謀
る
。
米
国
は

約
束
を
し
て
は
そ
れ
を
反
故
に
す
る
。
戦
後

は
一
貫
し
て
そ
の
繰
り
返
し
。
そ
の
間
、
北

朝
鮮
は
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
な
い
た
め
に
軍
事
力

強
化
を
図
る
。
結
果
と
し
て
北
朝
鮮
が
強
く

な
る
。
そ
れ
が
現
実
だ
。 

今
で
は
各
種
ミ
サ
イ
ル
（
長
距
離
も
）

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
を
開
発
し

実
戦
配
備
を
進
め
る
。 

 ◆
北
朝
鮮
核
武
装
化
の
背
景
（
国
際
社

会
に
お
け
る
パ
ワ
―
バ
ラ
ン
ス
の
変

化
） 

１
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
争
中
毒
、
常
に
敵
を
求

め
武
器
を
作
り
続
け
輸
出
し
、
相
手
国
を
攻

撃
す
る
。 

２
、
米
中
対
立
（
東
南
ア
ジ
ア
近
海
問
題
な

ど
）
や
米
ロ
対
立
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
シ
リ
ア

問
題
な
ど
）
が
あ
り
、
実
効
性
あ
る
国
連
決

議
は
不
可
能
状
態
。 

３
、
日
本
が
北
朝
鮮
や
中
国
の
対
応
を
敵
国

に
よ
る
脅
威
と
し
て
軍
事
大
国
化
を
進
め
る
。 

４
、
米
朝
合
意
、
日
朝
合
意
を
履
行
し
な
い
。 

 

◆
米
朝
合
意
の
基
本
（
１
９
５
３
年
７

月
27
日
） 

 

「
朝
米
間
の
平
和
協
定
締
結
を
め
ざ
す
。

朝
鮮
半
島
か
ら
外
国
軍
の
撤
退
」 

 

◆
日
朝
間
の
基
本
合
意 

１
、
三
党
共
同
宣
言
（
１
９
９
０
年
９
月

29
日
）
―
―
朝
鮮
労
働
党
、
自
由
民

主
党
（
金
丸
信
）、
日
本
社
会
党
（
田

辺
誠
）
―
―
骨
子
は
宣
言
同
様
。 

２
、
日
朝
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
宣
言
（
２
０
０
２

年
９
月
17
日
）
―
―
日
本
（
小
泉
純

一
郎
）、
北
朝
鮮
（
金
正
日
総
書
記
）

合
意
の
骨
格
。
―
―
「
国
交
正
常
化
を

早
期
に
実
現
さ
せ
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
傾
注
す
る
。
２
０
０
２
年
10
月

中
に
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
を
再
開
す

る
」
―
―
以
下
省
略
。 

（
え
ば
ら 

ひ
で
あ
き
） 

北朝鮮のミサイル 

ほ 
 

ご 

さ
つ 

り
く 


